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パネルディスカッション（まとめ）
　当日のパネルディスカッションは、6 名の報告を受け、コーディネーターの髙橋センター長が質問
をし、それについて各報告者がコメントするものとなりました。そこで出された主な議論と各コメン
トを以下にまとめます。
１．「水の景観の環境保全に対して、それぞれの地域でどのような取り組みを行っているか」
　まず、陳氏が、蘇州の川の汚染問題が解決しなければならない課題として蘇州の人びとに認識され
ていることを述べ、以前、フランスのテレビ局が蘇州の川の撮影申し出たが、汚染がひどいために断っ
たことを挙げた。
　蘇州の川の汚染問題を受けて、吴氏が、蘇州市役所では、プロジェクトを立ち上げて進めているこ
とを紹介した。
　韓国については、金鎬詳氏が、古都慶州における水の景観保全については、新羅王朝前後の古代の
地形を確認しながら計画的に進めていかなければならないことを提言した。
　奈良氏は、近江八幡市は、琵琶湖の水質汚染が深刻であることに対して、河川周辺の住民がオイル
フェンスを張るなどして表層ごみを集める作業に取り組んでいることを紹介し、地域の人々が水辺空
間へ戻ってくる機会であると同時に、このような住民意識の高さが「重要文化的景観」選定の評価対
象となったことを述べた。
２．「文化景観というものは、観光と結びついたとき、破壊されてしまうおそれがあり、一体誰のた
めの文化遺産なのかという問題が生じている現状があるが、このことについて普段お仕事をされてい
る中でどのような状況を目の当たりにするのか」
　金美貞氏は、韓国でもお寺というのは、お坊さんが修行をし、参拝者が祈りを捧げる神聖な場所で
あるにもかかわらず、マナーを守らない人たちがいること、さらに、仏国寺も本来は神聖な場所であ
るのに、修行僧もみられず、すっかり観光地化してしまったことを述べた。
　楊氏は、文化遺産を多く抱えながら急激に成長する上海市では、過度な発展が目立っており、この
ような状況の中で、上海すべての文化遺産の一般開放については制限や限度があるが、上海の「民衆
の」文化遺産をいかに保護し、有効に活用していくのかということが最大の目的であることを述べた。
３．「誰のための文化遺産か、という問題とも関わるが、世界遺産に登録されることで、地域の住民
たちは幸せになっているのかどうかという問題について、担当されているお立場からご意見をいただ
きたい」
　まず、吴氏は、蘇州の庭園が世界文化遺産に登録されたことで、蘇州市民には、文化遺産に対する
意識が芽生えたこと、それは「名誉」と「責任」であることを述べた。このことに関して、蘇州の
「網師園」の近くの小学校を建て直す計画が浮上した時、「網師園」という全体の景観保護の観点から、
建物を規定以下の高さに制限したという例を挙げた。
　奈良氏は、近江八幡市が「重要文化的景観」第一号に選定されたことにより、この一年間で観光客
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が 60 万人（0 万人から 00 万人へ）も増加したことで、地元の人びとが地元の風景を再評価す
るようになったことを指摘した。続いて、近江八幡市の文化的景観計画の際に、地元住民から「近江
八幡市が有名になるのはいいが、観光のためにやるなら同意しない」とはっきり明言されたことを紹
介し、観光客を誘致しようという気持ちは市民そして市全体としても毛頭ないことを述べた。さらに、
「持続的な観光」をするには、どうすればいいのかを考え、「その町に合った観光のキャパシティ」を
模索する必要性を唱えた。
４．「文化遺産を、未来に対するひとつの資源であると位置づけたとき、その文化遺産を保全する担
い手である子どもたちをどのように育て上げていけばよいか」
　まず、奈良氏が、近江八幡市の小学校における「総合学習の時間」を利用した環境教育がすすめら
れていることを紹介した。奈良氏自身も「重要文化的景観」選定地域内にある小学校の総合学習の時
間を訪問した際、クラスの約 8 割の子どもたちが、自分たちの住んでいる伝統的な家屋に住みたい
と言ったこと、「遊び場を返して欲しい」と景観を壊してきた大人たちに対するきびしい意見が出た
ことを挙げ、このような子どもたちを育てていく教育を望むことを述べた。
　陳氏は、蘇州の小学校では、世界文化遺産である庭園のテキストが作られていること、また、課外
活動として小学生を対象にした無形文化遺産の劇を上演していることを紹介した。
　楊氏は、復旦大学の文物博物館学部の学生たちの文
化遺産に対する意識の高さを指摘し、学生のなかには、
母校である中学校が再建されようとしていた時、その
中学校が歴史的建造物であることを主張し、再建を阻
止したという事例を紹介した。さらに、最近では、文
物学専門以外の学生たちにも文化遺産や歴史に対する
関心が高まっており、他の学部でも、博物館学、文物学、
文化財関係の講義が増えてきていること、上海博物館
でアルバイトをしたり、そこで働くことを希望する学
生が増えていることを述べた。
　
髙橋隆博センター長
パネルディスカッションの様子
